
１１月 おもなよてい ＊変更となる可能性があります

２ 木
10：00

11：00

17：00

やまびこサロン(西鴨)

やまびこデイ(西鴨)

小鴨小学校地区学習会
８ 水 17：00 西中学校地区学習会

９ 木
10：00

11：00

17：00

やまびこサロン(天神野)

やまびこデイ(天神野)

小鴨小学校地区学習会
１５ 水 17：00 西中学校地区学習会

１６ 木

10：00

11：00

14：00

17：00

やまびこサロン(中河原二)

やまびこデイ(中河原二)

やまびこデイ(西鴨)

小鴨小学校地区学習会

２１ 火 9：00 手話教室

２２ 水 17：00 西中学校地区学習会 ２４ 金 14：00
やまびこデイ(天神野)

＊23日 祝日のため変更

３０ 木
14：00

17：00

やまびこデイ(中河原二)

小鴨小学校地区学習会

町内学習会 レポート 天神野自治公民館 9月9日(土) 開催

困りごとや人権侵害 一人で悩まないで

人権文化センターは身近な相談窓口です

人権文化センターは、子どもから高齢者までの様々な人権問題や生活の困りごとについての相談に応じています。

市の窓口や関係機関の紹介など随時対応していますので、お気軽にご相談ください。

差別落書き・差別発言などに遭遇されましたら、倉吉市人権政策課（☎22－8130）または、

やまびこ人権文化センター （☎28－4265）にご連絡ください。

天神野の学習会は、館長の中尾美千代さんを講師に25名余りの住民の参加により開催されました。

中尾さんは、生活相談員や人権文化センター所長など40年近く同和行政に従事された中で、職員であり母

として、また部落解放同盟役員として小鴨地区の学習会が始まった当時の経緯や活動の歴史、自らの差別解消

に向けた取り組みについて、1時間余りにわたり熱く語られました。

小鴨地区では部落問題を中心に据えて、昭和48年から全市に先駆けていち早く学習会が取り組まれたこと。

町内学習会の質を高めるため、毎年のように天神野、西鴨、中河原二の３地区で事前の現地研修会を受け入れ

てきたこと。各町内の学習会には３地区の住民も積極的に出席し、差別や偏見の解消に向け正しい理解を求め

る発言を行っていたことなどが話されました。

学習会には、30代、40代の若い参加者の方もおられ、当時の部落差別の解消に向けた天神野住民自らの

活動に熱心に聞き入っておられました。

中尾さんからは、「自分の差別性について振り返ったときに、自分のこととして理解は出来るが、まだ差別性は

残っていると感じる場面があり、まだまだ学習を積み重ねていかないといけないと思っている」、「私自身は、部

落差別は学習した程度ではなくならないと思うが、部落差別を受けた時に、それがどうしたのと言える差別に負

けない人間になってほしい」とのお話しが心に残りました。

小鴨地区が長年にわたり町内学習会に取り組んできたことへ誇りを感じ、ますます差別解消に向けた学習に

取り組んでいく決意を固める学習会となりました。（山）

発 行 やまびこ人権文化センター

住 所 倉吉市中河原772-6 電話・FAX 0858-28-4265

E-mail yamabiko@ncn-k.net

発行日 ２０２３年１１月１日

小鴨保育園の年長児を対象に、倉吉市国際交流員の姜 美善（カン ミソン）さんより韓

国の文化と遊びを教えていただきました。最初に韓国と日本の位置関係や、韓国の季節、

言葉、保育園・学校、給食等の紹介をしていただきました。

園児は、お隣の国の韓国の保育園の様子や給食の話には興味津々に聞き入り、韓国の室

内遊具や給食のジュースを見て「韓国の保育園のほうがいい！」という声も…。

３保育園異文化交流事業

韓国の紹介が終わると、次はお楽しみの「ゲーム」。

韓国語で顔のパーツを指さす「オルグルゲーム」で

は、姜さんのほうをしっかり見て一生懸命に顔のパ

ーツの韓国語を覚えていました。

また、「サバンチギゲーム（韓国のけんけんぱ）」

はとても盛り上がって時間を忘れて楽しんでいまし

た。

最後には今日習った韓国語のあいさつ「あんにょ～

ん」でお別れ。短い時間でしたが、韓国の文化にふれ、

楽しみました。



あなたは、どう考える？感じる？

令和2年度 倉吉市男女共同参画に関する意識調査結果

ちょっと一息…

「秋の夜長」に

長かった夏の疲れを取る「秋の夜長」

私はこの時期が一番好きです。

秋の夜長は「秋分の日」から立冬（11 月 7 日頃）までを指すと言われています。

夜の時間が長い季節だからこそ、その人その人の過ごし方があると思います。

いつもより時間をかけて凝った料理、ゆったりとした食事時間、その後の入浴やアロマタイムなど

で、深まりゆく秋に日頃のストレスも忘れて、普段とは違った時を過ごしてみてはどうでしょう。

ほんの少しの工夫一つで自分だけの秋の夜長が楽しめます。（山）

［全体］

町内会や地域、政治や行政の各分野で前回調査と比較して、「平等である」と答えた人の割合が減

少し、その分「男性優遇」が増加している。

政治や行政分野で「平等である」と答えた人は、町内会や地域で「平等である」と答えた人の割合

の約半数である。

男女別では、「平等である」と答えた女性の割合は男性と比較して約 15 ポイント低くなっている。

１． 男女平等について

Q 次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

＜町内会や地域で＞

選 択 項 目 男 女 全体 前回

１ 男性が非常に優遇されている 5.1％ 11.4％ 8.7％ 7.1％
２ どちらかかといえば男性が優遇されている 35.3％ 39.6％ 37.7％ 37.0％
３ 平等である 38.6％ 23.3％ 30.0％ 36.0％
４ どちらかといえば女性が優遇されている 7.2％ 3.5％ 5.1％ 5.8％
５ 女性が非常に優遇されている 1.2％ 0.7％ 0.9％ 1.3％
６ わからない 12.6% 21.4% 17.6% 12.7%

＜政治や行政の施策・方針決定の場で＞

選 択 項 目 男 女 全体 前回

１ 男性が非常に優遇されている 18.1％ 27.7％ 23.5％ 18.5％
２ どちらかかといえば男性が優遇されている 39.5％ 43.9％ 41.9％ 40.3％
３ 平等である 24.3％ 9.5％ 16.0％ 21.8％
４ どちらかといえば女性が優遇されている 2.4％ 1.2％ 1.7％ 1.6％
５ 女性が非常に優遇されている 0.6％ 0.0％ 0.3％ 0.3％
６ わからない 15.1% 17.8% 16.6% 17.5%

10 月から運用開始

くらよし安心ファミリーシップ制度のご紹介

倉吉市では、同性パートナーの人に対して、本市が提供する制度・行政サービスなどの一部をご利

用いただけるよう、2023(令和 5)年 10 月 1 日から、くらよし安心ファミリーシップ制度を実施してい

ます。

利用できる制度・行政サービスなど

市営住宅の入居申請、住民票請求、埋火葬の許可申請、国民健康保険制度、後期高齢者医療制度、

移住定住者住宅取得支援補助金受給、生活保護申請、生活困窮者自立支援事業申請、個人情報開示

請求、身体障がい者などに対する軽自動車税の減免申請、日常生活用具給付申請、障がい児・者住宅

改良助成補助金申請、日常生活支援申請(家族介護用品支給など)、緊急通報装置支給申請、要介護

認定の申請、介護保険負担限度額認定等申請、高齢者等住宅改修費補助申請

※利用できるサービスは、今後拡充される予定です。

【問い合せ先】

倉吉市人権政策課 電話 0858-28-8130 FAX 0858-23-9100

電子メール jinkenseisaku@city.kurayoshi.lg.jp

小鴨地区文化祭 映画「破戒」上映！

11 月 25 日 (土) 入場無料

〇上映時間 ： 13：00 ～

15：00 ～ １日 ２回上映

〇会 場 ： １階 図書室

＊上映時間は多少前後することがあります。

皆さん、ぜひ、ご来場下さい。

次回号は

「働き」「家庭を守る」「結婚」「子ども」についての男女の考え方についての

調査結果を掲載します。
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